
2016（平成28）年４月１日号（２）

後期高齢者医療保険料が変わります
平成28・29年度

　高齢福祉課☎948-6941・　934-1763、県後期高齢者医療広域連
合☎911-7733・　911-7735

　

湊
町
地
区
商
店
街
関
係
者
19
人
が
参
加
し
、「
ま
ち
な

か
の
賑
わ
い
づ
く
り
と
次
代
を
担
う
人
づ
く
り
」「
中
心

市
街
地
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
２
月
17
日
、
職
業
別

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
中
心
市
街
地
の
人
口
減
少
や
空
き

店
舗
活
用
に
関
す
る
質
問
な
ど
中
心
市
街
地
の
今
後
を

見
据
え
た
意
見
や
要
望
が

挙
が
り
ま
し
た
。

　

野
志
市
長
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て

い
る
「
ま
つ
や
ま
中
心
市

街
地
２
０
５
０
ビ
ジ
ョ
ン
」

の
動
画
や
商
店
街
と
協
力

し
て
行
っ
て
い
る
空
き
店

舗
を
有
効
活
用
す
る
取
り

組
み
を
紹
介
し
、「
松
山
の

特
徴
を
生
か
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
皆
さ
ん
と
一
緒
に

し
っ
か
り
進
め
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

 

意
見
・
要
望

●
商
店
街
の
流
動
性
を
高
め
る

た
め
に
は
ど
う
す
べ
き
か

●
外
国
人
観
光
客
へ
の
対
応
が

難
し
い
の
で
、
サ
ポ
ー
ト
で
き

な
い
か

 

感
想

●
一
緒
に
ま
ち
づ
く
り
を
や
ろ

う
と
い
う
気
概
を
感
じ
た
。
自

分
も
協
力
し
て
い
き
た
い

　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
課
☎

948
６
３
３
３
・　

934
２
３
３
６

　県後期高齢者医療広域連合では、
後期高齢者医療制度の健全な運営
を維持するため、２年に一度、保
険料を見直しています。
　近年の高齢化進展や医療高度化

などにより、医療費が年々増加し
ていることから、今回の改定でも
県財政安定化基金などを活用し、
上昇する保険料の負担を抑えまし
た。

　所得の低い人や、被用者保険（健康保険組合や共済組合
などの医療保険。市町村国保や国保組合は対象外）の被扶
養者だった人の保険料を、引き続き軽減します。また均等
割額の軽減対象が一部拡充されます。所得の低い人の軽減
額は世帯の所得水準などに応じて異なります。

　１人当たりの保険料は、被保険者が均等に負担する「均等割額」と
被保険者の前年所得に応じた「所得割額」の合計となります。

問

中心市街地の活性化について意見交換中心市街地の活性化について意見交換

　

参
加
し
た
皆
さ
ん
の
意
見
や
、

市
民
と
一
緒
に
な
っ
て
よ
り
良

い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
き

た
い
と
い
う
市
長
の
言
葉
に
と

て
も
刺
激
を
受
け
ま
し
た
。

佐伯　守博さん
（湊町五丁目）

約300人が参加した
市民俳句大会の様子

問

保険料の
負担軽減
を継続

＋ ＝

平成26・27年度
は45,231円

平成26・27年度
は9.05％

平成26・27年度
も限度額57万円

平成28・29年度　保険料

均 等 割 額

46,308円

保険料（年額）
（総所得金額等
－33万円）
×9.16％

※10円未満切り捨て
限度額57万円

所 得 割 額

　

（教）
子
規
記
念
博
物
館
☎
931

５
５
６
６
・　

934
３
４
１
６

問 福
谷　

俊
子 

選

当
日
句

　

今
日
と
い
ふ
過
去
ふ
く
ろ
ふ
の

フ
ー
と
鳴
く

　
　

河
原　

み
ど
り（
南
高
井
町
）

有
光　

令
子 

選

　

山
は
父
河
は
母
な
り
寒
明
く
る

　
　

行
本　

奈
智
子（
西
垣
生
町
）

江
崎　

紀
和
子 

選

　

再
建
の
寒
気
貫
く
堂
柱

　
　

松
本　

麗
子（
中
村
一
丁
目
）

横
田　

青
天
子 

選

　

藤
蔓
の
枯
れ
き
つ
て
ゐ
る

強
さ
か
な

　

二
神　

悦
子（
木
屋
町
二
丁
目
）

佐
々
木　

真
理 

選

　

春
の
月
水
車
こ
と
り
と

水
を
吐
く

　
　

豊
川　

利
子（
祝
谷
一
丁
目
）

中
矢　

利
麗 

選

　

大
試
験
す
つ
き
り
山
の

晴
れ
に
け
り

　

浅
井　

久
子（
和
気
町
二
丁
目
）

山
内　

和
子 

選

　

吾
が
墓
は
石
こ
ろ
で
良
し
寒
灯
下

　

山
﨑　

シ
マ
子（
畑
寺
二
丁
目
）

福
谷　

俊
子 

選

募
集
句

　

ず
ぶ
ず
ぶ
と
海
に
日
の
入
る

開
戦
日

　
　
　

髙
井　

雅
弘（
西
垣
生
町
）

有
光　

令
子 

選

　

モ
ナ
リ
ザ
の
ほ
ほ
ゑ
み
ほ
ど
に

山
笑
ふ

　

岩
渕　

晃
三（
勝
山
町
二
丁
目
）

髙
岡　

周
子 

選

　

里
神
楽
面
繕
う
て
つ
く
ろ
う
て

　
　

岡
田　

早
苗（
湊
町
二
丁
目
）

江
崎　

紀
和
子 
選

　

猫
派
で
も
犬
派
で
も
な
し
漱
石
忌

　

小
倉　

千
晶（
空
港
通
一
丁
目
）

　

白
も
ま
た
褪
せ
て
ゆ
く
色
障
子
貼
る

　
　

松
本　

麗
子（
中
村
一
丁
目
）

　

入
院
の
荷
物
の
上
の
冬
帽
子

　
　

竹
田　

香
代（
吉
藤
五
丁
目
）

木
下　

節
子 

選

 

● 

山
眠
り
そ
む
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

渦
の
黙

　
　
　

鷹
尾　

明
美（
道
後
一
万
）

渡　
　

孤
鷲 

選

　

石
鎚
の
晴
れ
よ
り
秋
の
広
が
れ
り

　

近
藤　

美
代
子（
久
米
窪
田
町
）

丹　

経
子 

選

　

母
抱
い
て
と
も
に
初
湯
を

溢
れ
し
む

　

平
岡　

し
づ
こ（
居
相
五
丁
目
）

二
神　

利
恵 

選

　

読
み
さ
し
の
太
宰
の
一
書

火
の
恋
し

　

山
内　

和
子（
古
三
津
三
丁
目
）

　

あ
る
と
こ
ろ
に
で
は
じ
ま
る

童
話
冬
と
も
し

　
　
　

浅
海　

伍
郎（
土
居
田
町
）

弓
矢　

登
志
子 

選

　

立
ち
止
ま
る
ポ
イ
ン
セ
チ
ア
の

そ
の
赤
に

　

相
原　

典
子（
和
泉
北
三
丁
目
）

渡
部　

洋
三 

選

　

棟
上
げ
の
時
宗
の
寺
ぞ
秋
気
澄
む

　
　
　
　

星
加　

瞳（
西
垣
生
町
）

青
木　

満
子 

選

　

火
吹
竹
吹
く
や
う
に
子
を

育
て
け
り

　

岡
本　

久
夫（
和
泉
南
五
丁
目
）

　

風
花
や
嫁
ぐ
日
近
き
子
の
無
口

　
　
　
　

秋
川　

裕
惠（
花
園
町
）

池
川　

紀
子 

選

　

満
開
と
い
ふ
静
け
さ
の
冬
桜

　

相
原　

典
子（
和
泉
北
三
丁
目
）

櫛
部　

天
思 

選

　

時
を
宿
し
て
長
椅
子
の

蝶
凍
つ
る

　
　
　
　

有
松　

夕
祥（
井
門
町
）

黒
田　

清
宏 

選

　

熱
燗
を
戦
死
の
父
と
酌
む
夕
餉

　
　
　
　
　

玉
井　

進
平（
小
川
）

武
市　

公
子 

選

　

木
の
実
降
る
こ
こ
山
の
子
の

秘
密
基
地

野
本　

健
次
郎（
白
水
台
二
丁
目
）

梅
木　

由
紀
美 

選

　

看
取
り
寝
の
闇
の
深
さ
や
虎
落
笛

　

荻
山　

玲
幸（
保
免
上
一
丁
目
）

岡
田　

武
夫 

選

 
● 

山
眠
り
そ
む
ア
ン
モ
ナ
イ
ト
の

渦
の
黙

　
　
　

鷹
尾　

明
美（
道
後
一
万
）

　

か
ぶ
と
煮
の
目
ん
玉
つ
る
り

寒
波
来
る

　
　
　
　

毛
利　

琴
江（
新
浜
町
）

　

第
53
回
市
民
俳
句
大
会
が
２
月
11
日
、
子
規
記
念
博
物
館
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
募
集
句
１
７
１
７
句
、
当
日
句
２
５
３
句
か
ら

特
選
（
64
句
）
に
選
ば
れ
た
句
の
う
ち
、
市
内
の
人
の
句
を
紹
介

し
ま
す
。（
●
は
複
数
の
選
者
に
選
ば
れ
た
句
で
す
。〈
敬
称
略
〉）

第53回

市
民
俳
句
大
会

市
民
俳
句
大
会

タウンミーティングタウンミーティング世代別・職業別世代別・職業別

い
い
刺
激
を
受
け
た

「
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
づ
く
り
」な
ど
を

　
　
　
　
　
　
　
　

テ
ー
マ
に
開
催

に
ぎ


